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敬
老
会
開
催
さ
る
／
 

住

民

課

福

祉

係

 

九
月
十
五
日
敬
老
の
日
に
ち
な
 

み
町
民
会
館
で
「
み
ん
な
で
生
 

か
そ
う
老
人
の
力
」
を
テ
ー
マ
 

に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
 

年
の
該
当
者
は
六
七
四
名
で
あ
 

り
ま
す
。
町
長
よ
り
各
種
の
記
 

念
品
の
伝
達
が
あ
り
挨
拶
の
中
 

に
従
来
の
い
た
わ
り
の
心
よ
り
 

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
出
し
合
せ
 

て
余
生
を
自
分
達
の
力
で
楽
し
 

く
過
そ
う
と
の
激
励
が
あ
り
ま
 

た
来
年
元
気
に
て
敬
老
会
へ
の
 

ご
出
席
を
約
し
式
典
が
終
り
ま
 

し
た
。
そ
の
後
引
続
き
演
芸
が
 

催
さ
れ
婦
人
会
並
び
に
港
人
会
 

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
も
盛
 

大
な
拍
手
の
中
に
終
り
特
に
青
 

年
会
に
よ
り
劇
「
水
戸
黄
門
」
 

も
好
評
を
得
無
事
終
了
致
し
ま
 

し
た
。
最
後
に
婦
人
会
の
み
な
 

さ
ん
を
始
め
関
係
者
各
位
の
御
 

協
力
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 
※
金
婚
式
該
当
者
名
（
八
組
）
 

松
本
 
勇
次
 

ア
サ
ノ
殿
 

吉
海
 

栄
 

マ 

サ
殿
 

平
井
 
種
義
 

マ
サ
キ
殿
 

相
浦
 
」
震
 

大
井
寛
太
郎
 

岩
本
 
清
市
 

吉
田
 
菊
治
 

相
原
 
軍
次
 

シ
ヅ
ェ
殿
 

ョ
シ
ェ
殿
 

富
 
代
殿
 

、
、
、
ス
ェ
殿
 

ウ
メ
ノ
殿
 

※
米
寿
者
該
当
者
名
（
十
名
）
 

辰
島
 
善
吉
殿
 

千
手
ッ
子
ノ
殿
 

池
内
ハ
ナ
ョ
殿
 

井
ノ
ロ
ト
ワ
殿
 

露
我
 
タ
力
殿
 

橋
本
ヤ
ス
ェ
殿
 

川
津
 

シ
メ
殿
 

春
永
マ
サ
ュ
殿
 

相
原
 

初
殿
 

真
銅
 
亀
松
殿
 

金
田
保
育
園
新
園
舎
完
成
 

ー
 
58 

年
の
歩
み
を
祝
う
ー
ー
 

金
田
保
育
園
は
大
正
拾
四
年
 

四
月
金
田
幼
稚
園
と
し
て
創
立
 

し
、
以
来
今
年
で
五
拾
八
年
目
 

を
迎
え
ま
す
。
福
岡
県
内
で
も
 

最
も
古
い
保
育
園
の
ー
つ
と
し
 

て
そ
の
歩
み
を
続
け
て
お
り
ま
 

す
。
そ
の
永
い
歴
史
が
物
語
る
 

よ
う
に
旧
園
舎
の
老
朽
は
著
し
 

く
、
雨
も
り
ゃ
、
壁
く
ず
れ
で
 

、
も
は
や
使
用
に
耐
え
な
い
状
 

態
で
し
た
．
か
ね
て
よ
り
地
域
 

の
住
民
の
皆
様
か
ら
、
今
か
今
 

か
と
園
舎
の
改
築
が
待
ち
望
ま
 

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
 

待
望
の
新
園
舎
が
完
成
し
永
年
 

の
夢
が
や
つ
と
実
現
し
た
わ
け
 

で
す
。
七
月
十
七
日
の
落
成
式
 

に
は
国
・
県
・
町
の
関
係
者
を
 

は
じ
め
卒
園
生
代
表
の
方
も
多
 

数
参
加
さ
れ
・
最
後
の
「
タ
や
 

け
こ
や
け
」
 
の
大
合
唱
で
完
成
 

の
喜
び
を
わ
か
ち
合
い
ま
し
た
 

新
園
舎
の
概
要
、
鉄
節
コ
ン
 

ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
延
床
面
 

積
七
〇
一
・
三
一
平
方
米
の
近
 

代
的
施
設
で
す
。
室
内
の
色
彩
 

を
明
る
く
取
り
、
子
供
の
遊
び
 

の
場
を
工
夫
し
て
、
屋
上
に
は
 

人
工
芝
の
広
い
運
動
場
も
設
け
 

ま
し
た
。
資
金
に
お
い
て
は
、
 

日
本
船
舶
振
興
会
の
補
助
金
、
 

と
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
の
借
 

入
金
等
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

こ
の
た
ぴ
金
田
町
を
は
じ
め
 

多
数
の
関
係
者
の
皆
様
の
御
協
 

力
に
よ
つ
て
、
無
事
新
園
舎
が
 

完
成
致
し
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
 

に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

現
在
、
乳
幼
児
期
の
子
育
て
 

の
重
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
 

ま
す
。
当
園
に
お
き
ま
し
て
も
 

よ
り
よ
い
環
境
の
も
と
で
保
育
 

内
容
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
 

金
田
町
の
未
来
を
背
負
つ
て
立
 

つ
子
供
た
ち
の
身
心
共
に
す
こ
 

や
か
な
成
長
を
願
つ
て
、
今
後
 

共
一
層
精
進
努
力
し
て
い
き
た
 

い
と
思
つ
て
い
ま
す
。
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町
 

田
 

金
 

報
 

町
 

田
 

金
 

⑧
 

議

会

だ

 よ
 
り
 

議
 
会
 
事
 
務
 
局
 

昭
和
五
十
七
年
第
七
回
定
例
 

町
議
会
が
九
月
二
十
四
日
招
集
 

さ
れ
、
会
期
を
二
十
七
日
ま
で
 

の
四
日
間
と
定
め
て
、
諸
議
案
 

が
慎
重
審
議
さ
れ
次
の
と
お
り
 

そ
れ
ぞ
れ
可
決
を
見
て
閉
会
い
 

た
し
ま
し
た
。
 

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
 

せ
い
た
し
ま
す
．
 

0
議
案
第
五
十
号
金
田
町
証
人
 

等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
 

い
て
 

県
知
事
公
舎
建
設
問
題
を
巡
つ
 

て
の
住
民
監
査
請
求
の
署
名
に
 

対
す
る
審
査
に
対
し
て
証
人
等
 

の
出
頭
に
関
す
る
費
用
弁
償
（
 

日
当
）
の
改
正
で
あ
り
ま
す
。
 

L
本
町
内
に
居
住
す
る
者
 

「
三
〇
〇
円
」
を
「
一
、
〇
O
 

〇
円
」
 
に
 

z
本
町
外
に
居
住
す
る
者
 

「
五
〇
〇
円
」
を
「
一
、
〇
〇
 

〇
円
」
 
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

《
原
案
可
決
》
 

e
議
案
第
五
十
一
号
福
岡
県
市
 

町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
 

償
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
第
五
十
二
号
福
岡
県
町
 

村
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の
 

一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
協
議
 

に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
五
十
三
号
金
田
町
教
 

育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
 

て
 

《
選
任
同
意
》
 

本
町
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
 

る
大
態
康
郷
氏
が
本
年
十
月
一
 

日
を
以
つ
て
任
期
満
了
と
な
る
 

の
で
後
任
者
を
選
任
す
る
も
の
 

で
あ
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
選
任
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

（
任
期
四
年
）
 

住
所
金
田
町
大
字
金
田
 

三
二
七
番
地
 

氏
名
 
福
高
芳
雄
 

大
正
九
年
五
月
十
六
日
 

0
議
案
第
五
十
四
号
金
田
町
財
 

政
再
建
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
五
十
五
号
昭
和
五
十
 

七
年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
等
（
第
三
号
）
に
つ
い
て
 

補
正
額
二
〇
一
、
二
八
八
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

日
議
案
第
五
十
六
号
昭
和
五
十
 

七
年
度
金
田
町
水
道
事
業
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
五
＋
七
号
昭
和
五
十
 

七
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
六
二
、
七
九
一
干
 

円
 

《
原
案
可
決
》
 

①
議
案
第
五
十
八
号
金
田
町
同
 

和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

◆
請
願
書
の
審
議
に
つ
い
て
 

0
た
ば
こ
販
売
店
の
指
定
制
度
 

わ

が

子

に

 

非
行
の
芽
は
な
い
か
 

昭
和
五
十
六
年
中
、
田
川
警
察
 

署
管
内
で
検
挙
さ
れ
た
刑
法
犯
 

少
年
は
、
四
〇
九
人
、
全
体
の
 

八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
三
三
九
人
が
 

児
童
生
徒
で
占
め
ら
れ
そ
の
他
 

が
有
職
無
職
の
少
年
と
い
う
。
 

こ
の
数
は
刑
罰
法
令
に
は
触
れ
 

な
い
が
、
罪
を
犯
す
お
そ
れ
の
 

あ
る
少
年
、
つ
ま
り
、
ぐ
犯
、
 

不
良
行
為
少
年
の
氷
山
の
一
角
 

と
い
う
。
本
年
は
更
に
校
内
暴
 

力
や
覚
せ
い
剤
 
シ
ン
ナ
ー
乱
 

用
な
ど
の
増
加
が
目
立
ち
、
こ
 

の
ペ
ー
ス
で
い
く
と
少
年
非
行
 

は
最
悪
の
年
に
な
る
恐
れ
が
強
 

い
と
い
う
。
今
夏
、
福
岡
市
郊
 

外
に
住
む
独
り
暮
ら
し
の
老
人
 

を
七
ケ
月
間
、
三
十
七
回
に
わ
 

た
り
脅
し
、
現
金
二
十
五
万
円
 

を
奪
い
取
つ
て
い
た
小
、
中
学
 

生
ら
二
十
数
人
が
警
察
に
補
導
 

さ
れ
た
。
包
丁
を
振
り
か
ざ
し
 

殴
る
、
け
る
。
小
刀
を
首
に
突
 

き
つ
け
、
頭
か
ら
水
を
か
け
る
 

な
ど
、
子
供
と
は
思
え
な
い
ひ
 

ど
い
仕
打
ち
を
し
て
い
た
と
い
 

う
。
子
供
の
成
長
期
に
は
い
た
 

ず
ら
や
反
抗
は
つ
き
も
の
と
さ
 

れ
て
い
る
。
だ
が
最
近
で
は
子
 

供
ら
し
さ
を
は
る
か
に
超
ヘ
ョ
 

暴
化
、
犯
罪
化
す
る
傾
向
が
あ
 

る
こ
と
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
 

い。 

こ
の
孤
老
い
じ
め
は
子
供
 

に
、
相
手
の
身
に
な
つ
て
考
え
 

る
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
ろ
 

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
 

又
問
題
な
の
は
、
子
供
を
か
ば
 

う
何
人
か
の
親
が
い
た
と
い
う
 

こ
と
。
子
供
に
付
き
添
い
児
童
 

相
談
所
な
ど
に
来
る
母
親
の
中
 

に
は
「
世
の
中
が
悪
い
、
友
達
 

が
悪
い
．
な
ぜ
う
ち
の
子
だ
け
 

責
め
る
の
か
」
 
「
子
供
が
補
導
 

さ
れ
て
い
る
の
に
、
親
は
あ
ま
 

り
心
配
し
て
い
な
い
。
あ
と
で
 

お
金
を
返
せ
ば
、
も
う
万
引
で
 

は
な
い
と
、
子
供
の
目
の
前
で
 

言
つ
た
り
す
る
」
と
い
う
。
悪
 

い
こ
と
を
し
て
も
、
親
が
か
ば
 

つ
て
ば
か
り
い
る
と
、
子
供
に
 

反
省
心
は
起
ら
な
い
。
善
悪
の
 

区
別
や
人
間
性
の
成
長
さ
え
阻
 

害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
子
供
 

の
暴
力
や
非
行
の
根
つ
こ
に
は
 

あ
る
種
の
甘
え
が
あ
る
場
合
が
 

多
い
。
 
こ
の
甘
え
を
い
つ
ま
で
 

も
温
存
さ
せ
る
の
は
親
の
過
保
 

護
で
あ
る
。
子
供
の
成
長
度
に
 

応
じ
、
き
ち
ん
と
し
た
し
つ
け
 

を
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
 

う
。
非
行
文
化
と
呼
ば
れ
、
子
 

供
の
心
を
ゆ
が
め
る
も
の
が
、
 

い
ま
の
社
会
に
は
多
過
ぎ
る
。
 

し
か
し
「
大
人
が
悪
い
。
社
会
 

が
悪
い
」
と
だ
け
言
つ
て
い
て
 

も
始
ま
ら
な
い
。
 
こ
の
よ
う
起
 

社
会
環
境
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
 

し
つ
か
り
し
た
家
庭
教
育
が
必
 

要
。
か
け
が
え
の
な
い
わ
が
子
 

を
守
る
最
後
の
ト
リ
・
デ
は
、
家
 

定
価
制
度
の
存
統
に
関
す
る
請
 

願
 

《
採
択
》
 

e
塩
専
売
制
度
の
存
続
に
関
す
 

る
請
願
 

《
採
択
》
 

◆
意
見
書
の
審
議
に
つ
い
て
 

0
た
ば
こ
販
売
店
の
指
定
制
度
 

定
価
制
度
の
存
続
に
関
す
る
 

意
見
書
 

（
決
定
）
 

田
塩
専
売
制
度
の
存
続
に
関
す
 

る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

以
上
 

『
共
同
募
金
』
 
の
お
願
い
 

金

田

町

社

会

福

祉

協

議

会

 

野
山
も
す
っ
か
り
秋
景
色
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

毎
年
、
共
同
募
金
の
御
協
力
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
年
も
ま
た
「
や
さ
し
さ
を
 

隣
人
に
」
と
言
う
テ
ー
マ
の
も
 

と
、
こ
の
十
月
】
日
よ
り
、
共
 

同
募
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

当
町
で
は
、
こ
の
募
金
を
敬
 

老
会
の
記
念
品
や
子
供
の
危
険
 

防
止
の
た
め
の
看
板
・
老
人
対
 

策
や
長
期
入
院
患
者
の
激
励
、
 

各
種
福
祉
団
体
の
育
成
等
に
利
 

用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
 

私
達
の
手
で
、
明
る
い
住
み
 

よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
 

に
温
い
お
も
い
や
り
を
お
寄
せ
 

下
さ
い
．
 

本
年
も
共
同
募
金
の
主
旨
を
 

ご
理
解
い
た
だ
き
、
募
金
運
動
 

に
対
し
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
 

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 

／
社
協
の
陣
容
整
い
 

発

足

す

る

／

 

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
よ
 

り
新
し
い
組
識
を
編
成
し
金
田
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足
致
 

し
て
お
り
ま
す
従
来
の
運
営
よ
 

り
飛
躍
し
社
協
本
来
の
目
的
で
 

あ
る
社
会
福
祉
事
業
を
能
率
的
 

に
又
効
果
的
に
進
め
る
よ
う
努
 

力
致
し
て
お
り
ま
す
。
以
下
役
 

員
を
御
昭
介
致
し
ま
す
 

庭
で
あ
、
、
親
で
あ
る
。
子
供
 

の
非
行
に
は
必
ず
前
兆
が
あ
ろ
 

と
い
わ
れ
る
。
あ
る
教
育
関
係
 

者
は
 

L
帰
宅
時
間
が
乱
れ
る
 

乙
食
欲
が
な
い
（
外
食
し
て
く
 

る） 
＆
金
遺
い
が
荒
く
な
る
 

4
持
ち
物
に
見
慣
れ
ぬ
も
の
が
 

増
え
る
 

＆
服
装
が
派
手
に
な
る
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
 
長
 
藤
川
 
義
臣
 

（行 

政〕 

副
会
長
 
早
瀬
 

園
雄
 

（
民
生
委
員
）
 

理
 
事
 
植
高
勇
太
郎
 

（
議
会
議
員
）
 

理
 
事
 
吉
田
 

保
 

（
議
会
議
員
）
 

＆
ク
ソ
を
つ
く
 

乙
電
話
が
し
じ
ゆ
う
か
か
り
、
 

親
を
気
に
す
る
 

＆
言
葉
が
乱
暴
に
な
る
 

な
ど
の
要
注
意
事
項
を
挙
げ
て
 

い
る
。
 

も
し
自
分
の
子
に
非
行
の
芽
を
 

発
見
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
 

く
丁
寧
に
摘
み
取
る
努
力
を
し
 

ま
し
よ
う
。
 金

田
町
保
護
司
会
 

．
‘
一
、
、
‘
I
？
●
■
？
、
‘
?
，
●
？
ー
 
、
、
く
I
？
●
？
●
、
‘
‘
《
●
！
、
、
‘
'
?
,
'
？
●
、
●
●
I
 

町
内
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
 

『
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
』
運
動
 

金
 

田
 

町
 

商
 

工
 

会
 

金
田
町
商
工
会
青
年
部
（
部
長
 

坂
田
勝
彦
・
部
員
総
数
 26 

名） 

は
、
地
域
振
興
活
動
を
積
極
的
 

に
啓
発
す
る
と
共
に
、
我
ふ
る
 

さ
と
の
見
直
し
と
美
し
い
郷
土
 

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
図
る
 

為
、
3
年
前
よ
り
県
下
一
斉
に
 

「
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン
べ
l

ン」 

の
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
 

も
9
月
加
日
（
日
）
 
小
雨
の
降
 

る
中
、
早
朝
6
時
か
ら
県
道
田
 

川
、
直
方
間
の
沿
線
で
軽
ト
ラ
 

ツ
ク
5
台
分
の
空
缶
を
集
め
、
 

又
、
秋
の
交
通
安
全
週
間
に
合
 

理
 
事
 
金
山
玄
性
 

（
民
生
委
員
）
 

理
 
事
 
古
屋
隆
美
 

（
民
生
委
員
）
 

理
 
事
 
阿
部
正
子
 

（
民
生
委
員
）
 

理
 
事
 
辰
島
宗
一
 

（
老
人
会
長
）
 

監
 
事
 
藤
林
俊
信
 

（
監
査
委
員
〕
 

監
 
事
 
香
月
 
豊
 

（
監
査
委
員
）
 

尚
、
事
務
局
は
金
田
役
場
住
民
 

課
福
祉
係
内
に
あ
り
ま
す
。
 

ひ
と
り
で
も
 

参
加
で
き
る
 

「
で
ん
わ
教
室
」
 

田
川
電
話
局
で
は
、
地
域
の
皆
 

様
に
電
話
を
よ
り
便
利
に
ご
利
 

用
い
た
だ
く
た
め
に
、
電
話
の
 

マ
ナ
ー
や
エ
チ
ケ
ツ
ト
を
映
画
 

や
実
習
を
交
え
な
が
ら
身
に
つ
 

け
る
「
で
ん
わ
教
室
」
を
開
催
 

し
て
お
り
ま
す
。
お
さ
そ
い
あ
 

わ
せ
の
上
お
気
軽
に
お
で
か
け
 

下
さ
い
。
な
お
局
内
の
公
開
も
 

い
た
し
ま
す
0
 

と
き
 
毎
月
、
第
二
木
曜
日
 

午
後
1
時
 30 

分
か
ら
 

3
時
 30
 

分
ま
で
 

と
こ
ろ
 

田
川
電
報
電
話
局
 

申
込
み
 

前
日
ま
で
電
話
に
よ
り
受
付
 

〇
九
四
七
四
④
四
二
一
六
番
 

定
員
 

毎
回
二
＋
名
に
な
り
次
第
メ
切
 

り
 

料

金

無

料

 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

桑
野
 
静
子
 
様
 

田
中
 
治
郎
 
様
 

元
村
サ
カ
ェ
 

柳
沢
 
昭
111 

大
井
モ
モ
子
 
様様様 

吉
田
代
次
郎
 
様
 

植
高
 
秋
江
 
様
 

久
米
 
静
枝
 
様
 

相
原
 
軍
治
 
様
 

辰
島
 
大
空
 

池
長
シ
ゲ
子
 

田
中
シ
メ
子
 
様様様 

初
盆
返
し
 

尾
崎
 
政
雄
 
様
 

右
の
方
か
ら
香
典
返
し
及
ぴ
 

初
盆
返
し
と
し
て
御
寄
付
を
い
 

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
有
意
義
 

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

謹
ん
で
訂
正
し
お
詫
び
 

致
し
ま
す
 

先
に
発
行
の
（
七
月
＋
 

三
日
）
町
報
で
寄
附
者
 

の
氏
名
に
若
林
 
定
様
 

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
 

は
若
林
 
運
様
の
間
違
 

で
あ
り
訂
正
し
お
詫
び
 

致
し
ま
す
。
 

せ
、
交
通
事
ど
撲
滅
の
為
、
町
 
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
母
体
に
し
て
 

内
全
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
 
全
町
民
あ
げ
て
美
し
く
住
み
よ
 

き
、
環
境
の
美
化
と
整
備
に
汗
 
い
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
き
 

を
流
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
 
た
い
と
坂
田
部
長
は
語
っ
て
い
 

後
も
、
こ
の
 
「
ク
リ
ー
ン
・
キ
 

ま
し
た
。
 

国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 
15 5) 

振
 
興
 
課
 
国

土

調

査

係

 

先
日
八
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
 

二
日
ま
で
の
十
日
間
、
上
金
田
 

い
も
団
地
の
土
地
所
有
者
を
対
 

象
に
仮
閲
覧
を
実
施
し
ま
し
た
 

一
、
仮
閲
覧
に
つ
い
て
 

現
地
立
会
調
査
の
結
果
作
成
 

さ
れ
た
地
籍
図
（
測
量
図
）
原
 

図
及
び
地
籍
簿
案
に
つ
い
て
は
 

国
土
調
査
法
十
七
条
の
規
定
に
 

よ
り
遅
滞
な
く
一
般
の
閲
覧
に
 

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
 

に
な
つ
て
お
り
、
そ
の
閲
覧
の
 

結
果
、
誤
り
等
が
発
見
さ
れ
た
 

場
合
は
、
こ
れ
を
修
正
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
 

い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
閲
覧
に
供
 

す
る
地
籍
図
原
図
は
墨
入
れ
が
 

な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
誤
り
が
 

あ
っ
た
場
合
の
そ
の
修
正
に
時
 

間
が
か
か
る
ば
か
り
か
、
関
係
 

土
地
の
全
部
に
つ
い
て
再
度
面
 

積
測
定
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
 

そ
の
結
果
地
籍
簿
案
は
も
ち
ろ
 

ん
の
こ
と
、
そ
の
他
、
地
籍
調
 

査
票
等
関
係
書
類
を
全
部
修
正
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
 

な
り
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
時
間
 

や
費
用
は
大
変
な
も
の
と
な
り
 

ま
す
の
で
、
国
土
調
査
法
十
七
 

条
の
閲
覧
の
前
、
す
な
わ
ち
地
 

籍
細
部
測
量
の
段
階
で
、
ま
だ
 

墨
入
れ
（
イ
ン
キ
ン
グ
）
 
の
済
 

ん
で
い
な
い
地
籍
図
原
図
と
な
 

る
べ
き
測
量
図
と
面
積
の
記
入
 

が
さ
れ
て
い
な
い
地
籍
調
査
票
 

を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
訳
で
す
 

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
，
仮
閲
覧
‘
 

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
仮
閲
覧
の
後
に
、
墨
入
れ
 

を
し
、
面
積
を
測
定
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
成
果
が
揃
い
ま
す
と
 

、
地
籍
図
原
図
と
地
籍
簿
案
を
 

作
成
し
閲
覧
に
供
し
ま
す
。
 
こ
 

れ
を
，
本
閲
覧
‘
と
呼
び
ま
す
 

二
、
本
閲
覧
に
つ
い
て
 

閲
覧
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
 

一
般
に
地
籍
図
原
図
と
地
籍
簿
 

案
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

誤
り
等
が
あ
る
と
認
め
る
者
か
 

ら
の
訂
正
の
申
し
出
を
受
け
、
 

再
調
査
の
結
果
誤
り
等
が
あ
れ
 

ば
、
そ
の
修
正
を
行
う
制
度
で
 

す
が
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
 

ろ
は
、
単
に
誤
り
を
発
見
し
て
 

修
正
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
調
 

’ ~ ー一 『ー~ ，.．~ 、 ~ ~ F ~ ． 一 ‘ 

~ その一一不f、 断わる男気が I ' 
s 
ミ ミ 
’ 唾f ふlf ナー I取I二 一ーー、 ミ 

~ , 

査
の
正
確
性
を
期
す
る
と
い
う
 

だ
け
で
な
く
、
正
し
い
部
分
の
 

調
査
に
つ
き
間
違
い
な
い
も
の
 

と
し
て
一
般
の
承
認
を
受
け
る
 

こ
と
も
閲
覧
の
目
的
で
す
。
 

公
告
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
 

特
に
法
令
上
の
規
定
は
あ
り
ま
 

せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
の
多
く
 

の
人
に
閲
覧
し
て
も
ら
う
た
め
 

公
告
し
、
閲
覧
さ
れ
る
よ
う
回
 

覧
板
で
周
知
さ
せ
た
り
、
土
地
 

の
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対
し
 

て
は
個
別
に
あ
ら
か
じ
め
通
知
 

し
ま
す
。
 

次
に
、
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
 

町
の
事
務
所
に
お
い
て
 

.
 

.
 

.
 

．
 

●
 

．
 

.
 

．
 

●
 

●
 

●
 

．
 

公
告
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
 

の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
と
な
つ
 

て
い
ま
す
が
、
当
町
に
お
い
て
 

は
、
内
三
日
間
ぐ
ら
い
地
元
で
 

の
閲
覧
を
、
と
も
考
え
て
い
ま
 

す
。
本
閲
覧
の
日
時
が
、
決
ま
 

り
し
だ
い
土
地
所
有
者
を
は
じ
 

め
関
係
者
に
通
知
し
ま
す
の
で
 

、
そ
の
節
は
、
必
ら
ず
閲
覧
さ
 

れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

尚
、
本
年
度
閲
覧
対
象
地
区
 

は
、
上
金
田
い
も
団
地
の
土
地
 

所
有
者
の
み
で
す
の
で
、
ご
注
 

意
下
さ
い
．
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い
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い
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心
臓
病
に
関
す
る
講
習
会
 

の
お
知
ら
せ
 

田
 
川
 
心
 
臓

を

 守
 
る
 
会
 

講
師
の
先
生
 

延
吉
正
清
先
生
 

小
倉
記
念
病
院
外
科
部
長
 

小
児
科
 

添
田
 
健
先
生
 

伴
 
敏
彦
先
生
 
田
川
市
立
病
院
内
科
部
長
 

循
環
器
内
科
部
長
 

小
形
吉
喜
先
生
 

．
・
，
，
、
に
，
・
？
、
■
、
に
！
・
？
、
‘
■
●
，
、
●
！
、
、
一
、
・
！
●
・
？
，
、
‘
！
、
、
ぐ
J
？
、
・
、
に
．
・
．
!
，
、
‘
一
、
‘
，
、
、
に
I
 

短
歌
を
詠
み
ま
し
よ
う
 

公
 
民
 
館
 
短
 
歌
 
教
 
室
 

美
し
い
花
が
咲
き
、
咲
い
た
 

美
し
い
花
も
や
が
て
は
散
り
、
 

汚
れ
て
枯
れ
て
し
ま
う
姿
、
虫
 

や
生
物
が
生
を
受
け
そ
し
て
死
 

ん
で
い
く
過
程
、
自
然
に
は
美
 

し
き
と
同
時
に
、
醜
く
き
恐
ろ
 

し
さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
 

生
き
て
い
る
私
た
ち
の
心
に
、
 

そ
の
自
然
と
の
出
あ
い
に
よ
つ
 

て
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
、
悲
 

し
ん
だ
り
、
慕
つ
た
り
、
喜
ん
 

だ
り
す
る
感
情
が
生
れ
育
つ
て
 

《

‘

《

1

' 

ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
に
詩
が
あ
 

り
歌
が
あ
る
の
で
す
。
 

路
傍
の
名
も
な
い
草
に
生
き
 

る
強
さ
を
感
じ
、
蝉
の
ぬ
け
殻
 

に
生
命
の
神
秘
を
感
じ
な
が
ら
 

変
化
に
富
ん
だ
日
本
に
住
ん
で
 

い
る
私
た
ち
。
四
季
の
移
り
変
 

り
行
く
姿
へ
の
感
動
に
よ
つ
て
 

歌
は
生
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

今
ま
で
短
歌
に
興
味
を
持
っ
 

て
い
な
か
つ
た
人
で
も
、
自
然
 

に
対
し
て
感
動
を
覚
え
、
思
わ
 

ず
感
嘆
の
言
葉
を
ロ
に
し
た
経
 

験
を
き
つ
と
持
つ
て
い
る
で
し
 

よ
う
。
私
た
ち
の
言
う
短
歌
は
 

そ
れ
な
の
で
す
。
そ
の
感
動
が
 

言
葉
を
生
み
、
日
本
語
と
し
て
 

一
番
快
い
調
子
の
響
き
を
伝
え
 

る
五
・
七
・
五
・
七
・
七
に
ま
 

と
め
た
詩
が
短
歌
な
の
で
す
。
 

感
動
は
そ
の
場
で
消
え
て
し
 

ま
い
ま
す
が
、
そ
の
感
動
を
大
 

切
に
し
て
短
歌
に
残
す
。
こ
ん
 

な
素
晴
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
ま
た
短
歌
は
自
分
の
生
き
 

て
い
く
心
の
歴
史
を
綴
る
も
の
 

と
も
言
え
ま
す
。
 

自
分
を
見
つ
め
、
自
分
の
生
 

活
を
見
つ
め
‘
そ
の
心
を
歌
う
 

も
の
で
す
。
短
歌
の
世
界
に
は
 

利
害
関
係
も
、
社
会
的
地
位
も
 

、
政
治
的
立
場
も
関
り
あ
り
ま
 

せ
ん
り
難
し
い
理
屈
も
い
り
ま
 

せ
ん
。
金
田
町
短
歌
教
室
は
ひ
 

と
り
で
も
多
く
の
方
々
と
、
短
 

歌
を
通
じ
て
語
り
あ
い
、
歓
び
 

あ
い
、
慰
め
あ
つ
て
心
豊
か
な
 

人
間
と
し
て
、
町
民
ど
う
し
の
 

心
の
緋
を
広
め
、
深
め
て
い
き
 

た
い
と
希
つ
て
お
り
ま
す
。
ど
 

ん
な
素
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
．
 

老
・
若
・
男
・
女
の
け
じ
め
な
 

く
心
あ
る
方
々
の
参
加
を
待
つ
 

て
お
り
ま
す
。
こ
と
に
若
い
方
 

の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
御
申
 

込
み
は
中
央
公
民
館
又
は
左
記
 

阿
部
重
宏
（
東
金
田
）
 

藤
林
俊
信
（
太
 
陽〕 

田
代
 
稔
（
新
町
四
丁
目
）
 

山
口
倭
子
（
本
町
五
丁
目
〕
 

一

 

一 
金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

一 
俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

一

 

一 
【
俳
句
】
 

一 

原
田
 
豊
茂
 

一
留
守
が
ち
の
燕
の
出
入
り
 

一 

許
さ
れ
ず
 

一 

岩
野
 
克
芳
 

一
庭
角
に
出
番
待
ち
す
る
 

一 

山
案
子
か
な
 

岡
本
勝
次
郎
 

鳥
篭
を
洗
ふ
老
婦
や
 

い
わ
し
雲
 

岡
本
 
清
子
 

美
く
し
き
シ
ヤ
ム
猫
抱
き
 

て
夜
る
の
秋
 

辰
島
 
宗
一
 

大
和
路
の
旅
も
終
り
に
 

秋
の
風
 

さ

か

 

離
り
住
む
孫
に
想
ひ
を
 

つ
く
つ
く
し
 

一
一
九
 

月
 
一 

嘩
 

》 

一） 

公
 
民

館

短

歌

教

室

 
〉 

一
一
 

友
清
 
隆
雄
 

一
一
 

ふ
り
か
へ
り
何
残
る
ら
め
ゆ
 
わ
れ
死
に
て
妻
 

一
『
く
か
た
の
 
わ
び
し
か
れ
ど
 

が
家
の
 
暮
し
 

一
“
 

わ
れ
に
歌
あ
り
も
 

ふ
た
ま
ゆ
ら
 

阿
部
 
重
宏
》
 

の
残
れ
る
わ
「
 

の
さ
ま
を
思
？
 

(
 

一 

一
 

拝
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
事
一
？
 

を
会
員
一
同
と
共
に
厚
く
お
礼
一
一
 

ノ
 

」 

ー

 

． 

．
【
 

、
 

一
頁
 
買
子
 

ー
ョ
 

昌
N
 

此
の
催
し
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
年
一
一
 

「
舞
耗
蒜
に
窪
”
一
一
 

鳥
越
 
美
枝
 
ま
し
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